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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第51期
第３四半期
連結累計期間

第51期
第３四半期
連結会計期間

第50期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 36,925 13,340 39,665

経常利益 (百万円) 927 37 1,584

四半期(当期)純利益
又は純損失(△)

(百万円) 375 △113 1,018

純資産額 (百万円) ─ 9,904 10,441

総資産額 (百万円) ─ 43,401 41,196

１株当たり純資産額 (円) ─ 741.17 805.30

１株当たり四半期(当
期)純利益又は純損失
(△)

(円) 38.40 △11.62 104.31

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当
期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 16.7 19.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,015 ─ 4,425

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,830 ─ △7,607

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,588 ─ 3,032

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ─ 1,402 655

従業員数 (名) ─ 3,468 3,181

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　連結財務諸表の作成に当たっては、従来、連結決算日（３月31日）において本決算（12月31日）に準じた仮決

算を行った海外子会社の財務諸表を使用しておりましたが、第50期から海外子会社の決算日現在の財務諸表

を使用し、連結決算日との間に発生した重要な取引については、連結決算上必要な調整を行う方法に変更して

おります。

　これにより、第50期において連結された海外子会社の事業年度の月数は９カ月となり、海外子会社の決算日

（12月31日）の翌日から連結決算日（３月31日）までの間の海外子会社の損益及びキャッシュ・フローは、

第50期の連結財務諸表に反映されておりません。

４　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 3,468

(注) 　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 583

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

プレス成形部品事業 11,945

金型事業 749

合計 12,695

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　自動車販売事業については生産実績がないため、記載しておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

プレス成形部品事業 11,399 3,716

金型事業 640 86

自動車販売事業 578 145

合計 12,618 3,947

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

プレス成形部品事業 11,971

金型事業 790

自動車販売事業 578

合計 13,340

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
当第３四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

本田技研工業株式会社 5,033 37.7

ホンダオートモービル(タイランド)
カンパニー・リミテッド

1,822 13.7

広州本田汽車有限公司 1,448 10.9

３　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社　丸順(E01452)

四半期報告書

 4/25



２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間における世界経済は、米国発の金融危機が景気全体を悪化させ、欧州、アジア

の経済状況にも影響を及ぼすなど、日に日に悪化の一途を辿っております。

　当社グループが属する自動車業界におきましては、金融危機以降、自動車需要が大幅に後退したため、大手

自動車メーカーは相次いで減産を決定しました。この影響により、国内外の自動車生産及び輸出は縮小さ

れ、業界全体の先行きは極めて不透明な状況となりました。

このような環境のもとで当社グループは、比較的需要の見込まれる小型経済車の部品を集中的に受注す

ることで売上は拡大しましたが、材料および資材の高騰ならびに鉄スクラップ価格の急激な下落等により

製造原価は上昇しました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は13,340百万円、営業利益は228百万円となり、経常利益は

37百万円、四半期純損失は113百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

(プレス成形部品事業)

プレス成形部品事業では、主力である車体プレス部品において、材料の高騰による販売価格の上昇等によ

り売上高は増加いたしましたが、新機種の立ち上がり費用の増加と、鉄スクラップ価格の急激な下落等によ

り、営業利益は減少いたしました。

この結果、売上高は11,971百万円、営業利益は311百万円となりました。

(金型事業)

金型事業では、日本およびアジアにおいて、海外向け金型の販売が比較的好調であったため、売上高、営業

利益とも増加いたしました。

この結果、売上高は1,021百万円、営業利益は103百万円となりました。

(自動車販売事業)

自動車販売事業では、国内の新車需要の低迷や販売車種の低価格化が一層進行した影響を受けました。

この結果、売上高は579百万円、営業損失は4百万円となりました。

　

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

(日本)

日本では、材料の高騰による販売価格の上昇や海外向け金型の販売増加等により、売上高は7,641百万円、

営業利益は12百万円となりました。

(アジア)

アジアでは、自動車需要が比較的堅調に推移したため、売上高は6,254百万円、営業利益は430百万円とな

りました。
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(2) 財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は、43,401百万円となり、前連結会計年度

末と比較し、2,205百万円増加しました。

　主な資産の変動は、現金及び預金の増加が746百万円、受取手形及び売掛金の増加が347百万円、仕掛品の増

加が285百万円、有形固定資産の減少が160百万円、投資有価証券の減少が463百万円であります。

　また、負債合計は33,496百万円となり、前連結会計年度末と比較し2,742百万円の増加、純資産合計は9,904

百万円となり、前連結会計年度末と比較して537百万円減少しました。

　主な負債・純資産の変動は、短期借入金の増加が2,086百万円、長期借入金の増加が1,077百万円、利益剰余

金の増加が272百万円、その他有価証券評価差額金の減少が305百万円、為替換算調整勘定の減少が594百万

円であります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,402百万円となり、第２四半期連結

会計期間末に比べ、500百万円減少いたしました。

　当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1,568百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利

益17百万円、減価償却費1,385百万円等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動の結果使用した資金は、1,859百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出1,844百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、167百万円の支出となりました。これは主に、長期借入れによる収入173

百万円、長期借入金の返済による支出666百万円、短期借入金の増加額504百万円、ファイナンスリース債務

の返済133百万円等によるものであります。

 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに発生した課題はありません。
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(5) 研究開発活動

当社グループの研究開発活動は主に技術研究所を拠点として、客先のニーズに即した自動車の軽量化、衝

突安全性の向上、商品性向上VE等の課題に積極的に対応すべく、プレス成形部品事業を主体に新商品の創出

に努めてまいりました。 

　当第３四半期連結会計期間においては、これらの課題に対して、自動車ボディー骨格部品、バンパーシステ

ム部品、精密プレス部品等の独創的な製品提案と生産技術の開発を重点テーマとして、研究開発を行ってま

いりました。

　特に自動車ボディー骨格部品においては、今後一層自動車の商品性向上に貢献すると期待されるハイドロ

成型技術において、超高張力鋼管を活用した生産技術の確立を行い、これらの技術を元に自動車ボディー骨

格部品に対する商品性向上及びVEと軽量化を狙いとし、独創的な製品の開発・提案を行ってまいりました。

　以上の結果により、主要な取引先である自動車メーカーから、当社の提案する新技術が評価され、ハイドロ

成型商品の受注を獲得し生産を開始いたしました。

　なお、当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は34百万円であります。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの主たる事業である自動車部品業界では、従来からの価格競争に加え、需要の低迷が進んで

おり、このような環境下にあって、市場シェアの維持あるいは拡大ができず、利益を確保できない可能性が

あります。また、当社グループは、その売上の大部分を本田技研工業株式会社及びその関係会社に依存して

いるため、その業績の変動が財政状態、経営成績及びキャッシュフローに影響を及ぼす可能性があります。

また、当社グループの連結売上高に占める海外売上高の割合はその比率を増しており、為替の変動が財政状

態、経営成績及びキャッシュフローに影響を及ぼす可能性があります。また、当社グループの有利子負債は

総資産に占める比率が高く、借入金利の上昇は当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュフローに

影響を及ぼす可能性があります。

　当社グループは、国内におきましては、新技術の開発や生産工程の見直し等により生産性のさらなる向上

を目指してまいります。海外におきましては、広州丸順汽車配件有限公司及びタイ・マルジュン社において

金型工場を拡充することでグローバルでの金型生産・調達能力を拡大し、平成20年４月より開始した第４

次中期経営計画「GIC PLAN 30」を推進してまいります。

その過程で当社グループは、全社スローガン「品質最優先」を徹底することで不良流出による様々な損

失を排除し、安全性能や環境性能といった社会的要求を満たす高品質・高付加価値製品の開発と生産を行

い、得意先から信頼される存在感のある自動車部品メーカーを目指してまいります。また、上記の施策をグ

ループ全体で推進し、普遍的なグローバル生産体制を構築することで、得意先からの要求に応えることを目

指してまいります。

 

(7) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループは、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めてお

りますが、当社の属する自動車産業では金融危機以降、世界的に自動車の需要が急激に低下し、生産計画を

下方修正する動きが加速しています。日本においても、企業の設備投資の削減や雇用・所得環境の悪化から

個人消費の減退が予測されるなど、当社を取り巻く経営環境は、予断を許さない状況にあります。

このような経営環境のもと、当社グループは、長期ビジョン「GIC VISION 2012」の実現に向けて、平成20

年度を開始年度とする第４次中期経営計画「GIC PLAN 30」を推進し、内部統制システムの構築と運用のも

と、国内事業の抜本的改革と海外事業の収益力向上を図り、グローバル企業としてさらなる飛躍を実現する

ことに取組んでまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重

要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

 (平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,771,000 9,771,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株

計 9,771,000 9,771,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月1日～
平成20年12月31日

─ 9,771,000 ─ 1,037 ─ 935

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　 　4,500

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　9,765,700 97,657 単元株式数は100株

単元未満株式 普通株式　　　　800 ― ─

発行済株式総数 9,771,000 ― ―

総株主の議決権 ― 97,657 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 
株式会社丸順

岐阜県大垣市新田町２丁
目1234番地

4,500 ― 4,500 0.05

計 ― 4,500 ― 4,500 0.05

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 735 770 870 850 780 760 710 600 699

最低(円) 700 716 730 770 655 700 600 600 600

(注)　最高・最低株価は名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第

１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,297 1,550

受取手形及び売掛金 ※１
 7,547

※１
 7,200

有価証券 － 10

商品及び製品 429 382

仕掛品 2,894 2,608

原材料及び貯蔵品 718 698

その他 ※１
 2,048

※１
 1,130

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 15,933 13,580

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,145 5,763

機械装置及び運搬具（純額） 7,747 7,734

工具、器具及び備品（純額） 6,535 5,935

土地 1,961 2,009

建設仮勘定 3,958 4,063

有形固定資産合計 ※２
 25,347

※２
 25,508

無形固定資産 202 203

投資その他の資産

その他 1,936 1,920

貸倒引当金 △18 △16

投資その他の資産合計 1,917 1,904

固定資産合計 27,467 27,615

資産合計 43,401 41,196

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,904 7,439

短期借入金 10,749 8,662

未払法人税等 68 83

引当金 112 311

その他 2,217 2,218

流動負債合計 21,052 18,715

固定負債

長期借入金 10,760 9,683

退職給付引当金 678 632

役員退職慰労引当金 112 110

負ののれん 17 20

その他 875 1,590

固定負債合計 12,444 12,038

負債合計 33,496 30,754
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,037 1,037

資本剰余金 935 935

利益剰余金 5,032 4,759

自己株式 △2 △2

株主資本合計 7,003 6,730

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 119 424

為替換算調整勘定 115 709

評価・換算差額等合計 234 1,134

少数株主持分 2,666 2,576

純資産合計 9,904 10,441

負債純資産合計 43,401 41,196
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 36,925

売上原価 32,487

売上総利益 4,437

販売費及び一般管理費 ※１
 2,984

営業利益 1,453

営業外収益

受取利息 13

受取配当金 28

その他 37

営業外収益合計 79

営業外費用

支払利息 499

為替差損 88

その他 16

営業外費用合計 604

経常利益 927

特別利益

固定資産売却益 7

その他 0

特別利益合計 7

特別損失

固定資産廃棄損 36

投資有価証券評価損 7

特別損失合計 44

税金等調整前四半期純利益 891

法人税等 221

少数株主利益 294

四半期純利益 375
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 13,340

売上原価 12,078

売上総利益 1,262

販売費及び一般管理費 ※１
 1,033

営業利益 228

営業外収益

受取利息 4

受取配当金 9

その他 10

営業外収益合計 24

営業外費用

支払利息 181

為替差損 35

営業外費用合計 215

経常利益 37

特別利益

固定資産売却益 0

その他 0

特別利益合計 1

特別損失

固定資産廃棄損 20

投資有価証券評価損 0

特別損失合計 20

税金等調整前四半期純利益 17

法人税等 44

少数株主利益 86

四半期純利益 △113
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 891

減価償却費 3,810

のれん償却額 △3

引当金の増減額（△は減少） △164

受取利息及び受取配当金 △42

支払利息 499

売上債権の増減額（△は増加） △928

たな卸資産の増減額（△は増加） △581

仕入債務の増減額（△は減少） 934

その他 △870

小計 3,544

利息及び配当金の受取額 40

利息の支払額 △433

法人税等の支払額 △190

法人税等の還付額 54

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,015

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,809

有形固定資産の売却による収入 11

投資有価証券の取得による支出 △12

その他 △19

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,830

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,779

長期借入れによる収入 3,471

長期借入金の返済による支出 △2,184

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △84

少数株主への配当金の支払額 △22

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △369

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,588

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 746

現金及び現金同等物の期首残高 655

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,402
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益は、それぞれ33百万円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

(2) 「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業

会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益は、それぞれ14百万円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として資産の利用状況を見直した結果、機械装置の

耐用年数を変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の減価償却費は41百万円増加し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ41百万円減少しております。

なお、セグメントに与える影響については、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

については、手形交換日をもって決済処理をしており

ます。なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機

関の休日であったため、次の第３四半期連結会計期間

末日満期手形が第３四半期連結会計期間末残高に含ま

れております。

受取手形　　　　 1百万円

営業外受取手形　52百万円

※１　　　――――――――――――

 

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額

39,090百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額

36,745百万円

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

運搬費 838百万円

給料及び賞与 727

役員退職慰労引当金繰入額 11

退職給付費用 29

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 　 至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

運搬費 316百万円

給料及び賞与 239

役員退職慰労引当金繰入額 2

退職給付費用 10

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　　至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,297百万円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △895

現金及び現金同等物 1,402
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,771,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,630

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月20日
定時株主総会

普通株式 39 4.00平成20年３月31日 平成20年６月23日 利益剰余金

平成20年10月30日
取締役会

普通株式 48 5.00平成20年９月30日 平成20年11月25日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
プレス成形
部品事業
(百万円)

金型事業
(百万円)

自動車
販売事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

11,971 790 578 13,340 ― 13,340

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 231 1 232 (232) ―

計 11,971 1,021 579 13,572 (232) 13,340

営業利益又は営業損失(△) 311 103 △4 410 (181) 228

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
プレス成形
部品事業
(百万円)

金型事業
(百万円)

自動車
販売事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

32,440 2,693 1,791 36,925 ─ 36,925

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 916 6 923 (923) ―

計 32,440 3,609 1,798 37,848 (923) 36,925

営業利益又は営業損失(△) 1,561 471 △1 2,031 (578) 1,453

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品または事業の内容

(1) プレス成形部品事業…… 車体プレス部品、精密プレス部品、樹脂製品、試作品その他 

(2) 金型事業………………… 金型、治具・検査具 

(3) 自動車販売事業………… 自動車の販売・修理 

３　会計処理の原則及び手続きの変更

①「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、通常の販売目的で保

有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結

累計期間におけるプレス成形部品事業の営業利益が33百万円減少しております。

②「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、「連結財務諸表にお

ける在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告

第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴い、

従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間におけるプレス成形部品事業の営業利益が

９百万円減少し、金型事業の営業利益が４百万円減少しております。

４　追加情報

当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として資産の利用状況を見直した結果、第

１四半期連結会計期間から機械装置の耐用年数を変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場

合と比較して、当第３四半期連結累計期間におけるプレス成形部品事業の営業利益が36百万円減少、金型事業

における営業利益が５百万円減少、自動車販売事業における営業利益が０百万円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,104 6,236 13,340 ― 13,340

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

537 18 555 (555) ―

計 7,641 6,254 13,895 (555) 13,340

営業利益 12 430 442 (213) 228

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

19,638 17,286 36,925 ― 36,925

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,784 74 1,858 (1,858) ―

計 21,422 17,361 38,784(1,858)36,925

営業利益 649 1,566 2,215 (762) 1,453

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　アジア…………タイ王国、中華人民共和国

３　会計処理の原則及び手続きの変更

①「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、通常の販売目的で保

有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結

累計期間における日本の営業利益が33百万円減少しております。

②「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、「連結財務諸表にお

ける在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告

第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴い、

従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間におけるアジアの営業利益が14百万円減少

しております。

４　追加情報

当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として資産の利用状況を見直した結果、第

１四半期連結会計期間から機械装置の耐用年数を変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場

合と比較して、当第３四半期連結累計期間における日本の営業利益が41百万円増減少しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 6,263 ─ 6,263

Ⅱ　連結売上高(百万円) 13,340

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

47.0 ─ 47.0

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 17,389 ─ 17,389

Ⅱ　連結売上高(百万円) 36,925

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

47.1 ─ 47.1

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

　アジア……タイ王国、中華人民共和国、台湾、インド

　北米………アメリカ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上であります。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

741円17銭 805円30銭

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間
　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
 　至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 38円40銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、
潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　
(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 375

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 375

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,766
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第３四半期連結会計期間
　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
 　至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 △11円62銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、
潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　
(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日 
　至　平成20年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) △113

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式に係る四半期純損失(百万円) △113

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,766

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２【その他】

(中間配当)

平成20年10月30日開催の取締役会において当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当の総額 48百万円

(ロ) １株当たりの金額 ５円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成20年11月25日

(注)　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いま

す。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２１年２月５日

株式会社　丸順

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松 岡 正 明　　　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　鈴 木 晴 久　　　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社丸順の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月

１日から平成２０年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社丸順及び連結子会社の平成２０年１

２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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